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 論文審査結果の要旨
 次世代移動無線通信システムでは限られた無線帯域で超高速(100M～1Gbps)な信号伝送が要求されて
 おり,その実現には送受信マルチアンテナ(MIMO)多重技術の採用が不可欠である。しかし,広帯域無
 線チャネルは厳しい周波数選択性チャネルになるために,信号分離・判定が容易ではなく,伝送特性
 を著しく劣化させてしまう。従って,MIMO多重を用いる次世代移動無線システムの実現のためには,
 高精度な信号分離・判定技術の確立が不可欠である。本論文は,広帯域MIMO多重伝送における信号
 分離・判定技術に関する一連の研究成果をまとめたもので,全編5章からなる。
 第1章は緒論である。
 第2章では,広帯域MIMO多重伝送における信号分離・判定の技術課題を明らかにして二いる。受信
 信号に高速フーリエ変換(FFT)を適用して多数の直交周波数成分に分解すれば,各周波数成分に狭帯域
 MIMO多重伝送用信号分離・判定技術を適用することができる。しかし,この場合,伝搬路の周波数
 選択性によって生ずるパス間干渉(IPI)及びアンテナ間干渉(IAI)が残留し,平均ビット誤り率(BER.)
 特性が大幅に劣化することを指摘している。これは,広帯域MIMO多重伝送において高精度な信号分
 離・判定を実現するための重要な指摘である。
 第3章では,残留IPI及び残留IAIを低減するために,最小平均2乗誤差規範に基づく周波数領域等
 化(MMSE-FDE)と周波数領域干渉キャンセル(FDIC)を繰り返す「繰り返しFDIC」を提案している。
 MMSE.FDEでは,1つ前の繰り返し処理における判定結果を帰還して干渉レプリカを生成し,その信
 頼性に基づいて更新したMMSE-FDE重みを用いて等化を行う。次に,MMSE-FDE出力から干渉レプ
 リカを減算する。これにより,アンテナダイバーシチ利得と周波数ダイバーシチ利得を同時に得つつ,
 残留IPI及び残留IAIを低減できる。以上の操作によって得られた新しい判定結果を用いて,次の繰り
 返し処理を行う。4回程度の繰り返し回数で理論的下界に近い平均BER特性が得られることを計算機
 シミまレーションによって明らかにしている。これは,次世代の超高速移動無線システムの実現に貢
 献する優れた成果である。
 第4章では,MIMo多重と自動再送要求(ARQ)を用いるパケット伝送への繰り返しFDlcの適用
 効果を明らかにしている。MIMO多重を用いるパケット伝送では,高精度に信号分離できなければ再
 送回数が増加してしまい,演算量及び処理遅延の増大とスループットの著しい低下を招く。繰り返し
 FDICは,低演算量でありながら高いスループット特性を得ることができることを計算機シミュレーシ
 ョンにより明らかにしている。これは,高速パケット伝送が主流になる次世代移動無線システムの実
 現に貢献する大きな成果である。
 第5章は結論である。
 以上要するに本論文は,次世代移動無線システムの実現に不可欠オMMO多重伝送の信号分離・判定
 技術を提案し,その有効性を明らかにしたものであり,無線通信工学の発展に寄与するところが少な
 くない。
 よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
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